
大
恐
慌
は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。
政

府
が
、
資
本
の
救
済
の
た
め
に
、
税
収

分
を
は
る
か
に
上
回
る

44
兆
円
の
国

債
発
行
で
戦
後
始
ま
っ
て
以
来
の
超
赤

字
予
算
を
組
み
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず

金
を
ば
ら
ま
こ
う
と
、
経
済
の
「
底
割

れ
」
は
お
し
止
め
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
ど

犠
牲
に
さ
れ
る
の
は
す
べ
て
労
働
者

で
す
。
資
本
が
生
き
延
び
る
た
め
に
は
、

ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
首
を
切
る
。
残
っ
た

労
働
者
に
は
、
２
割
３
割
の
賃
下
げ
と

「
労
働
監
獄
」
の
強
制
、
多
発
す
る
事

か
ん
ご
く

故
の
責
任
を
取
ら
さ
れ
、
そ
し
て
鳩
山

政
権
下
で
増
税
が
始
ま
り
ま
し
た
。

も
う
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
労
働
者

は
生
き
る
た
め
に
団
結
し
、
怒
り
を
解

き
放
と
う
。
諸
悪
の
元
凶
、
資
本
主
義

げ
ん
き
ょ
う

を
打
ち
倒
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

世
界
中
で
、
労
働
者
の
デ
モ
や
ス
ト

ラ
イ
キ
が
激
し
く
闘
わ
れ
て
い
ま
す
。

話
題
の
映
画
、
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア

監
督
の
『
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
』
が
ス
ト

レ
ー
ト
に
描
き
上
げ
た
強
欲
な
資
本
家

ご
う
よ
く

ど
も
に
対
す
る
全
世
界
の
労
働
者
の
怒

り
の
爆
発
で
す
。
労
働
者
を
食
い
も
の

に
す
る
新
自
由
主
義
を
ぶ
っ
飛
ば
せ
！

民
営
化
絶
対
反
対
！

資
本
主
義
は

死
ね
！

欧
米
で
、
ア
ジ
ア
で
、
中
東

で
、
中
南
米
で
、
ア
フ
リ
カ
で
、
決
し

て
絶
え
る
こ
と
の
な
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

革
命
の
大
波
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
革
命
を
も
っ
て
始
ま
っ
た
労

働
者
自
己
解
放
の
闘
い
を
裏
切
り
、
第

２
次
大
戦
と
戦
後
の
帝
国
主
義
支
配
を

裏
か
ら
支
え
た
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
は
崩

壊
し
ま
し
た
。
今
や
、
世
界
大
恐
慌
を

世
界
革
命
に
転
ず
る
労
働
者
階
級
の
荒
々

し
い
革
命
の
時
代
の
幕
開
け
で
す
。

８･

30
総
選
挙
は
何
だ
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
労
働
者
の
積
も
り
積
も
っ
た

怒
り
が
、
戦
後
の
自
民
党
支
配
体
制
を

ぶ
っ
つ
ぶ
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

働
い
て
も
食
っ
て
い
け
な
い
。
年
収

２
百
万
円
そ
こ
そ
こ
で
こ
き
使
わ
れ
、

恐
慌
に
な
っ
た
ら
首
を
切
ら
れ
て
路
頭

に
迷
わ
さ
れ
る
。
す
べ
て
は
「
自
己
責

任
」
と
さ
れ
、
「
甘
え
て
い
る
」
と
言

わ
れ
て
人
間
の
尊
厳
ま
で
奪
わ
れ
る
。

そ
ん
げ
ん

資
本
主
義
の
行
き
着
い
た
先
が
こ
れ
で

す
。
だ
か
ら
、
自
公
政
権
の
打
倒
は
革

命
に
直
結
す
べ
き
歴
史
的
事
態
で
し
た
。

そ
れ
で
は
、
自
公
政
権
に
か
わ
り
連

合
幹
部
が
中
枢
に
入
っ
た
民
主
党
・
連

合
政
権
は
ど
う
か
。
大
資
本
救
済
の
大

盤
振
る
舞
い
、
国
債
大
増
発
と
１
兆
円

の
増
税
、
「
一
切
の
ム
ダ
を
省
く
」
と

は
ぶ

称
し
て
、
道
州
制
首
切
り
・
民
営
化
を

い
っ
そ
う
激
し
く
進
め
て
い
ま
す
。

「
７
月
参
院
選
に
勝
っ
た
ら
、
憲
法
９

条
を
変
え
正
規
軍
を
持
つ
」
と
ま
で
公

言
す
る
、
ま
さ
に
危
機
の
時
代
の
改
憲

・
戦
争
と
首
切
り
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁

政
権
。
そ
れ
を
御
用
組
合
で
あ
る
連
合

が
支
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
ん
な
腐
り

き
っ
た
政
権
は
打
ち
倒
す
し
か
な
い
！

労
働
者
の
団
結
こ
そ
力
！

自
ら
の

力
を
信
じ
、
闘
い
ま
し
ょ
う
。
青
年
先

頭
に
、
改
憲
と
首
切
り
の
鳩
山
政
権
を

倒
そ
う
。
２
・
13
大
デ
モ
に
起
と
う
！

大
恐
慌
で
殺
さ
れ
て
た
ま
る
か

労
働
者
の
力
で
革
命
や
ろ
う

労
働
者
の
団
結
で
、
改
憲
と
首
切
り
の
鳩
山
政
権
倒
そ
う

す
べ
て
の
み
な
さ
ん
！

青
年
労
働
者
の
み
な
さ
ん
！

失
業
者
総
数
８
百
万
、
青
年
の
完
全
失
業
率
は
１
割

を
超
え
、
自
殺
者
は
12
年
連
続
３
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

資
本
に
よ
っ
て
首
を
切
ら
れ
、
殺
さ
れ
て
た
ま
る
か
！

国
鉄
分
割
・
民
営
化
で
首
を
切
ら
れ
た
１
０
４
７
名

解
雇
撤
回
の
闘
い
に
続
き
、
Ｊ
Ｒ
外
注
化
阻
止
決
戦
が

開
始
さ
れ
、
社
保
庁
解
体
＝
１
千
名
首
切
り･

３
千
名

雇
い
止
め
に
対
す
る
解
雇
絶
対
反
対
の
闘
い
、
沖
縄
基

地
撤
去
の
闘
い
が
鳩
山
政
権
を
揺
る
が
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
は
激
突
の
年
。
春
闘
大
デ
モ
に
起
と
う
！

全
世
界
で
、
労
働
者
の
デ
モ･

ゼ
ネ
ス
ト
が
爆
発
し
て
い
る

＊「派遣切り」で首を切られた労働者は、東京「生きさせろ！」連絡会に連絡を！ ともに闘おう！ メールは toukyouikisasero@yahoo.co.jp

大失業に立ち向かい、労働運動の反転攻勢へ
国鉄１０４７名解雇撤回！

検修全面外注化阻止！ 反合理化・運転保安確立！

2月13日(土)13時 渋谷･代々木公園 集会後ＪＲ本社デモ

よびかけ：動労千葉、動労水戸、動労高崎連帯、

動労西日本、動労千葉を支援する会

怒
り
を
爆
発
さ
せ
、
闘
お
う

デモ 国鉄1047名解雇撤回かかげ全世界から集まった労働者5850名が11・

１銀座デモ (上) ゼネストフランス全土でサルコジ政権の教育改革に

反対し全教育機関の労働者に学生･高校生が合流し11･24ゼネスト！(下)

資
本
家
の
た
め
の
政
府
＝
民
主

党
・
連
合
政
権
は
グ
ラ
グ
ラ
だ
！



今
日
の
「
首
切
り
自
由
」
、
「
過
労
死
」
、
安

全
無
視
・
事
故
多
発
の
現
実
は
、
23
年
前
の

国
鉄
分
割
・
民
営
化
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

「
分
割
・
民
営
化
で
労
働
組
合
を
解
体
し
、

総
評
を
解
散
に
追
い
込
み
、
改
憲
へ
の
道
を

掃
き
清
め
る
」
（
当
時
の
中
曽
根
首
相
）
攻

は撃
で

20
万
人
の
国
鉄
労
働
者
の
首
が
切
ら
れ

ま
し
た
。
同
時
に
「
労
働
者
派
遣
法
」
が
制

定
さ
れ
、
４
割
を
超
え
る
非
正
規
雇
用
が
生

み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
組
合

の
屈
服
抜
き
に
は
あ
り
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
他
方
で
、
28
名
の
被
解
雇
者
を
出

す
動
労
千
葉
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
断
固
と
し
て

闘
わ
れ
て
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
生

み
出
し
、
こ
の
大
失
業
時
代
の
労
働
者
の
闘

い
と
し
て
、
政
府
と
Ｊ
Ｒ
資
本
を
追
い
つ
め

民
営
化
を
破
た
ん
さ
せ
続
け
て
い
る
の
で
す
。

追
い
つ
め
ら
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
検
修
・

構
内
業
務
の
全
面
外
注
化
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
電
車
の
始
業
点
検
や
線
路
・
信
号
・
電

力
の
保
守
・
点
検
・
修
繕
な
ど
す
べ
て
を
外

注
化
し
、
そ
こ
に
全
員
強
制
出
向
ま
で
さ
せ

て
闘
う
労
組
を
解
体
す
る
大
攻
撃
で
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
ら
、
間
違
い
な
く

安
全
は
崩
壊
す
る
。
第
２
第
３
の
尼
崎
事
故

が
起
き
る
。
絶
対
に
や
っ
て
は
な
ら
な
い
。

１
ミ
リ
た
り
と
許
し
て
は
な
ら
な
い
！
」

国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
決
着
を
か
け
た
全

面
外
注
化
阻
止
決
戦
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

全
労
働
者
の
決
戦
で
す
。
年
収
２
５
０
０

万
円
（
『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
）
と
報
じ
ら

れ
る
腐
っ
た
連
合
幹
部
ど
も
を
ぶ
っ
飛
ば
し
、

闘
う
労
働
組
合
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
。
動

労
千
葉
と
と
も
に
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

外
注
化
阻
止
の
国
鉄
決
戦
を
闘
お
う
。

動
労
千
葉
先
頭
に
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

外
注
化
阻
止
！

労
働
者
派
遣
法
撤
廃
！

青
年
労
働
者
は
起
ち
あ
が
ろ
う
！

４
・
１
Ｊ
Ｒ
構
内
・
検
修
業
務
全
面

外
注
化
許
し
た
ら
大
事
故
は
不
可
避

ふ

か

ひ

一
切
は
労
働
組
合
の
問
題
だ
。
団
結

を
よ
み
が
え
ら
せ
、
闘
お
う
！

第２、第３の尼崎事故を許すな！（写真は2005年4月25日、10

7名の犠牲者を出したＪＲ尼崎事故現場。これ以降も事故が続発）

東京新聞(12 月 13 日)が報じています。

「保育所の規制を緩和した小泉改革以降、

認可保育所での事故が増えているが、国

はさらなる緩和を進めようとしている。」

「死亡事故は、００年度までの４０年間

で１５件だったのが、０１年度以降８年

間で２２件も起きている。年間の発生率

を単純計算すると７・３倍に跳ね上がっ

ている。…０１年は、小泉改革の『待機

児童ゼロ作戦』が実施された年。財政負

担をかけず待機児を減らすため、認可保

育所に定員以上入所させる“弾力化”の

上限枠を撤廃。子どもの詰め込みが進ん

だ。対応する保育士も短時間非常勤でよ

いとし、定数の８割以上を常勤とする規

制を無実化した。…今年１０月、国はさ

らなる規制緩和を打ち出した。

待機児童の多い都市部に限り、

保育室面積の最低基準を自治体

の裁量にゆだねる」

『子どもの命を守る最低限が

地域ばらばらではいけない』と

「赤ちゃんの急死を考える会」

は訴え、『自治体は財政難で、

法律が変われば基準の低い方に

合わせる』と遺族は語った。

「地方分権」で、死亡事故は

さらに増えることになるのです。

国鉄分割・民営化以来、ＪＲ

では労災事故が続発し、下請け

の作業員など３５０名以上が殺

され、１０７名の犠牲者を出し

た尼崎事故以降も列車事故が続

いています。先日も、民営化さ

れた銀座郵便局や品川清掃工場

で、資本･当局の安全無視で死

亡事故が起こってしまいました。

闘いなくして安全なし！ 闘

わなかったら、命まで奪われる

のです。民営化絶対反対！ 職

場から闘いをまき起こそう！

首
切
り
自
由
、
「
過
労
死
」
、
事
故

多
発
…

す
べ
て
は
国
鉄
分
割
・
民

営
化
か
ら
始
ま
っ
た
！


